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日　時 内　容　 講　　師

第１回
９月 19 日（火）
10：00 ～ 12：00

開講式
楽しい仲間づくり

子育てネットワーク研究会
（県子育て支援コーディネーター）
相戸　晴子 氏

第２回
９月 21 日（木）
10：00 ～ 12：00

今なぜ、地域で子育てなのか？
～いまどきの子育て事情～

中村学園大学非常勤講師
（地域ぐるみの子育てをすすめる
ひだまりの会）
高山　静子 氏

第３回
９月 26 日（火）
10：00 ～ 12：00

小さな子どものまわりは危険がいっぱい！
～子どもの事故予防と対処法～

粕屋南部消防署
救急救命士

第４回
９月 28 日（木）
10：00 ～ 12：00

子どもと遊び（遊びとおもちゃ）
～発達段階に応じたおもちゃと
　　　　　　大人のかかわり～

久留米子育て支援サポーター
姫野　公子 氏

第５回
10 月５日（木）
10：00 ～ 12：00

子どものこころとからだ
～乳幼児期の発達と支援～

九州大学大学院
人間環境学研究院教授
松崎　佳子 氏

第６回
10 月 12 日（木）
10：00 ～ 12：00

子育て支援でこう変わった！
知って得する子育て支援

子育てネットワーク研究会
（県子育て支援コーディネーター）
相戸　晴子 氏
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台
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ま
た
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７
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５
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台
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。

　

現
在
、
福
岡
県
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Ｐ
Ａ
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Ｃ
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辺
道
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社
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管
理
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営
方
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ど
を
詳
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に
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　７月 10 日（月）に、国立台湾師範大学の大学院で学

ぶ 40 人の視察団が、須恵第三小学校（安河内文彦校長）

を訪れました。

　これは、同国で衛生教育学を学ぶ関係者が研修のため

に来日したものです。視察団は、同校の健康教育や子育

て支援、サービス対策などの取り組みについて説明を受け

ました。

　また、４年生から６年生のクラブ活動も見学しました。

中でも、太鼓クラブの演奏には大きな拍手が送られてい

ました。

　７月 15 日（土）アザレアホール須恵において、須恵

第一学童保育所（ビスケットクラブ）創立 20 周年記念

式典が、開催されました。ビスケットクラブは、1986

年４月須恵町留守家庭子供会として設立。当時の健康会

館（現在の福祉センターの場所）の一角を間仕切りし、

児童数 14 人でスタートしました。

　1993 年から始めた太鼓は、ビスケットクラブの保育

の大きな柱として、今でも園舎では、元気な太鼓の音が

響きわたっています。

　卒園児の中には、卒園後も太鼓の魅力にひかれ、国内

外で活躍しているプロの和太鼓集団「ＴＡＯ」で、研修

生としてプロを目指し頑張っている人もいるそうです。

　式典は、多くの来賓者臨席のもと、初代会長あいさつ、

一年生の踊り、和太鼓の演奏などが行われました。
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和太鼓を披露する、ビスケットクラブの児童たち

　また、20 年の思い出を綴ったスライドの上映の後、

ビスケットクラブ設立当初から、指導員として尽力され

た、野間口弘子氏に、保護者代表から、感謝の気持ちと、

これからのご活躍を祈念して、花束と記念品の贈呈がな

されました。

☎


